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(2) 

税
務
だ
よ
り

確
定
申
告
は
、

正
し
く
お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
は

ザド、

平
成
二
年
(
平
成
二
年

一
月
一
日

か
ら
平
成
二
年
十
二
月
三
十

一
日
ま

で
を
い
い
ま
す
。
)
分
の
確
定
申
告
の

時
期
が
来
ま
し
た
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得

を
計
算
し
、
税
金
を
算
出
し
て
納
付

す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

昨
年

一
年
間
の
所
得
金
額
や
税
額

を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
と
納
税
は

期
限
内
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
所
得
を
少
な
く

・申
告
し
た
人
は

税
務
署
の
調
査
に
よ
っ
て
税
金
を
追

徴
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や

延
滞
税
を
余
分
に
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
例
年
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
、
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て

相
談
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
お

済
ま
せ
下
さ
い
。

のtf' し幸良広

固
定
資
産
税
第
四
期
分
及
ぴ
国
民

健
康
保
険
税
第
八
期
分
の
納
期
限

は
ニ
月
二
十
八
日
で
す
。

納
期
限

内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
、
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動

産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土

地
や
建
物

を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
二
年

中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別

控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る

場
合
、
お
よ
び
給
与
を
二
か
所
以
上

か
ら
も
ら

っ
て
い
る

人
な
ど
で
す
。

申
告
す
れ
ば

税
金
が
戻
る
場
合

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ

ラ
リ

ー

マ
ン
の
方
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
(
等
)
特

別
控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
源
泉
徴
収
等
で
納
め
た

税
金
が
、
そ
の
年
に
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
所
得
税
よ
り
も
多
く
な
る

場
合町

県
民
税
の

申
告
相
談
に
つ
い
て

町
県
民
税
(
住
民
税
)
の
申
告
は

所
得
税
と
同
じ
平
成
二
年
中
の
所
得

を
平
成
三
年
一
月

一
日
現
在
に
居
住

し
て
い
た
市
町
村
へ
三
月
十
五
日
ま

で
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
に
正
し
く
記
載
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
の
申
告
相
談
日
程
表

に
よ
り
、
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

か
ら
時
閉
ま
で
に
お
越
し
下
さ
い
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方
は
、
町
県
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

固定資産課税台帳

縦覧期間変更(予定)

のお知らせ

本年度は、地方税法の

改正が予定されておりま

すので、 1 か月遅れの 4

月 1 日からとなる見込み

です。

程表
日 時 地 区 場 所 Z3EL L f寸 時 間

2 月 27 自体) 田 窪 重信町農村環境改善センター 午前 (9 : 00 -11 : 00) ，午後(13 :00-15 :00) 

2 月 28 日 (木) 見 ズ耳え、 良 " " 
3 月 1 日樹 τ，ut ，、 津 )11 重信町役場別館 2 階大会議室 " 
3 月 4 日 (月) 山之内，樋口，横河原 重信町農協北吉井支所 " 
3 月 5 日制 西 岡 西 岡 7ふ}、 民 館 " 
3 月 6 日 (水) 牛 沸j 牛 j拘! 公 民 自官 /1 

南 野 田 南 野 田 丹J..>.、 民 自官 " 
3 月 7 日 (木)

4ヒ 野 回 ~t 野 回 yふ、J、' 民 官官 1/ 

3 月 8 日後) 下 中本 重信町農協拝志支所 1/ 

上 林 上 林 yム、ヘI 民 館- 1/ 

3 月 11 日 (月)
上 干す 上 キす 公 民 自官 1/ 

」ーーー

日相談.8::::. 
Eヨ町県民税申

一一一シートベルトは正しく着用しましょう 一一一



国

民

ゆ
と
り
の
国
民
年
金
基
金

平
成
三
年
度
ス
タ
ー
ト

ぶ

農
業
や
自
営
業
の
方
で
、
国
民
年

金
だ
け
に
加
入
し
て
い
る
人
に
ゆ
と

り
あ
る
老
後
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
上
乗
せ
年
金
と
し
て

「
国
民
年
金
基
金
」

制
度
が
発
足
し

ま
す
。

こ
の
基
金
は
「
地
域
型
国
民
年
金

基
金
」
と
よ

ば
れ
、
各
都
道
府
県
に

一
つ
設
立
さ
れ
ま
す

。

基
金
に
は
、
国
民
年
金
の
第

一
号

被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
保
険
料
の
免

除
者
や
農
業
者
年
金
の
加
入
者
を
除

き
、
だ
れ
で
も
任
意
に
加
入
で
き
ま

す
。

基
金
の
掛
金
は
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
受
け
る
年
金
は

他
の
公
的
年
金
と
併
せ
て
、
公
的
年

金
控
除
が
あ
り
ま
す
。

σ〉t-y し幸良広(3) 

年

金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

手
続
き
は
お
す
み
で
す
か

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
ご
主
人
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被

保
険
者
と
い
う
形
で
国
民
年
金
に
加

入
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
が
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
の

で
、
自
分
で
は
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
第
三
号
被
保
険
者
で
あ
る

認
定
を
、
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
扱
わ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
年
金
に
よ
る
保
障
を
う

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
を
し
た

後
に
、
勤
め
に
出
て
厚
生
年
金
加
入

し
た
り
、
ご

主
人
が
勤
め
を
や
め
た

り
、
勤
め
先
が
変
わ
ら

れ
た
と
き
な

ど
に
も
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の

国
民
年
金
係

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

。

交通災害共済
平成 3年度加入申し込みについて

市町村交通災害共済は、不幸にして交通災害を受け
た時、少しの掛金で見舞金を受け取ることができる制
度です。
事を運転される方はもちろん特にお年寄り ・ 子供を

含め、家族そろって加入されるようおすすめします。

加入資格

重信町に住民票のある方

※ただし、学生等で町外に出ている方も、扶養義務者
が加入する場合は加入できます。
掛金額

一般 600円

(昭和51年 4 月 l 日以前に生まれた方。現在中学 3
年生も含みます)

中学生以下 250円

(昭和51年 4 月 2 日以後に生まれた方)
共済期間

平成3年4月 1 日から平成4年3月 31 日までの一年間
加入申込方法
各組長きんを通じて受け付ける他、 厚生課でも受け

付けます。
見舞金額

等級 災 害 σ〉 程 度 金 領

死 亡 100万円

2 医師の治療実日数360 日以上の傷害 20万円

3 医師の治療実日数180 日以上360 日未満の傷害 17万 5 千円

4 医師の治療実日数96 日以上180 日未満の傷害 15万円

5 医師の治療実日数80 日以上96 日未満の傷害 12万 5 千円

6 医師の治療実日数64 日以上80 日未満の傷害 10万円

7 医師の治療実日数48 日以上64 日未満の傷害 7 万 5 千円

8 医師の治療実日数32 日以上48 日未満の傷害 5 万円

9 医師の治療実日数16 日以上32 日未満の傷害 3 万円

10 医師の治療実回数 7 日以上16 日未満の傷害 l 万円

集
1 .応募資格

18歳以ー仁 -27歳未満

2. 身分

特別職国家公務員

3 . 給与

初任給(月頼133 ， 900円)期末、勤勉手当(年3回、

合計5.35 ヶ月分)の他各種子当支給

4. 衣食住

食事、 宿舎費が無料の他、

5. 任期制隊員については、

れる 。

一任期 (2年 ・陸上)終了時100 日分 (489 ， 300円)

一任期 (3年 ・陸上・航空)満了時150 日分 (767 ， 000円)

その後の任期 (2年)毎に、 200 日分(1， 068 ， 000円)

詳しくは

0役場総務課 fi64-2001 内線212

0 自衛隊愛媛地方連絡部 fi47-3040 

でお尋ね下さい。

ネ コ ヤナギ

被服等もすべて無料

特別退職手当が支給さ

募
r::, 
属{暫自



広報 し げのぶ (4) 

全戸会員制実績報告 歳末たすけあい運動実績報告
平成 2 年度重信町社会福祉協議会全戸会員制 平成 2 年度歳末たすけあい運動は町民のみなさんの積極的
の実施にあたり町民のみなさんのご協力により なご協力により完了しました。
1 ， 014 ， 400円の会費を納めていただきました。 みなさんから寄せられた、たくさんの義援金と、重信町社
なお、会費の半額は地域福祉の増進のため各 会福祉協議会から拠出した350 ， 820円とをあわせて「ねたきり

地区に配分し、残りの半紙は心身障害者、 ねた 老人」や「長期療養者」 「福祉施設入所者」の方々にお贈り
きり老人、独居老人対策事業費などに充てさせ しました。
ていただきました。 みなさんのご厚情とご協力に感謝申し上げ、その状況を報
みなさんのご協力に感謝するとともに、その 告 します。

実績を報告します。
募金実績 自己 分 実 績

平成2年度重信町社会福祉協議会会費
地区名 現 金 区 う子 人 員 単価 金 制

地区名 実綴官自 交付額 (Yz) 備 考 山 之 内 29 ,900 
老人ホーム等胞設

山之内 18 ,400 9 ,200 樋 口 81 ,000 入所者
49 5 ,000 245 ,000 

樋 口 55 ,000 27 ,500 成河原 150 ,000 ねたきり老人家庭
横河原 100 ,000 50 ,000 志津川 188 ,700 等

48 4 ,500 216.000 

志津川 124 ,000 62 , 000 八反地地区含む 西 岡 64 ,300 

西 1M] 40 ,600 20 ,300 f居磨台団地 30 ,900 
長期療養者 154 4 , 500 693 ,000 

見 奈良 80 ,000 40 ,000 見奈良 120 ,300 生活保護家庭
29 5 ,000 145.000 

回 窪 128 ,600 64 ,300 回 11 189 ,900 (白米)

田窪団地 37 ,200 18 ,600 田窪団地 55 ,800 
準保護家庭 51 5 , 000 255 ,000 

牛 1別 67 ,800 33 ,900 I，(î\池地区含む 牛 I刻 101 ,700 

牛 i刻団地 105 ,800 52 ,900 上樋団地 30 ,000 老人家嵯奉仕員
21 4 ,500 94.500 

訪問家庭
{番理署台団地 22 ,400 11 ,200 牛肉団 地 151 ,300 

上 樋 20 ,000 10 ,000 南野田 51 , 500 
福祉飽設(ミカ ン ・

100 ,955 
ジュース ・ 菓子等)

南野田 34 ,000 17 ,000 北野間 30.600 

北野田 20 ,400 10 ,200 北野自団J也 17 , 100 団体援助 35 ,000 

北野台団地 11 ,400 5 ,700 新 村 30 ,900 

新 村 20 ,600 10 ,300 _t 林 61.200 諸経費

上 中本 40 ,600 20 ,300 下 林 94 ,200 団体活動ïl1
T 林 62 ,800 31,400 上 村 37 ,200 ( 7 ノ 守一セ ント)

106 , 600 

上 村 24 ,800 12 ,400 その{也 23 ,735 
0. 昔 | 352 1 , 891 , 055 

J仁昔3、 言十 1 ,014 ,400 507 ,200 メzz〉，、 1, 540 , 235 

ー問E‘2-3 血 圧 者 教 F皐...... 

高血圧症は、日常生活に気をつけ、きちんと管理をし

てゆくことで徐々に安定してきます。

高血圧者教室を開催しますので、血圧の高めの方や、

血圧について興味のある方はご参加下さい。

IT'I 数 11 13 日年 /l1J 3品 jij正 l司 容 議自市

3 月 7 日附
午後

町民会館
血li 測定 .r<: kl民干

講 i~í r r::i 血l正~jËについて J 郎、 |需師2 ・ 00- 3:30 

'H主
議出 r /.:i 血1 1'11何日常If : i .号

栄華 1:
2 3 月 12 日 l必 町民会館 』えぴ食事的n 怠山」

保健制2:00-3:30 
みそ i f'l証分 ilrll主側主

3 月 19 日ω
午前

町民会館
謝恩実習及び試食

栄聾七
'i虚I孟宜J10 : 00 -1 2 ・ 30

①受付時間 第 1 回 ・ 第 2 回 午後 l 時30分一 211与

第 3 回 午前 9 時30分 -10時

②料金 無料

①持参品 健康手帳

④申し込み方法 2 月 28 日(ねまでに保健婦まで申し込ん

で卜ーさ L 、 。

(fi64-2001 内線311 ・ :H2)

一一一ヘルメットを正しくかぶり ましょっ 一一一



性
感
染
症
と
は
、
性
行
為
を
通
じ

て
感
染
す
る
病
気
で
あ
り
、
人
類
の

歴
史
と
共
に
存
在
す
る
伝
染
病
と
言

え
ま
す
。
古
く
は
、
淋
病
と
梅
毒
が

そ
の
代
表
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
病

気
は
、
第

二
次
大
戦
後
に
大
流
行
を

し
ま
し
た
が
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
出
現

に
よ
り
、
一
時
下
火
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
再
び

増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
性
行
動
の
多
様
化
に
伴

な
い
、
種
々
の
微
生
物
に
よ
る
性
感

ぷ、の~-y し幸良広(5) 

'性

感

第16固体力づくり

400歳駅伝大会

染

症
重信クリ ニ ッ ク

徹"""‘ 呂,8 IJ 

平成 3年 2 月 17 日(日)

2 月 24 日(日)雨天時

時日

染
症
が
増
加
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

そ
の
極
端
な
例
は
エ
イ
ズ
で
あ
り
、

こ
れ
は
現
代
の
医
学
を
も
っ
て
し
で

も
依
然
と
し
て
死
に
至
る
病
気
で
す
。

ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
で
は
社
会
問

題
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
将
来
日
本

で
の
流
行
も
危
倶
さ
れ
る
所
で
す
。

そ
の
他
重
要
な
も
の
と
し
て
、
非

淋
菌
性
尿
道
炎
の
大
部
分
を
占
め
る

ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
従
来
、
ト
ラ
コ
ー
マ
の
原
因

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
微
生
物
で
す

が
、
こ
れ
が
尿
道
炎
の
原
因
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

男
性
の
場
合
、
性
行
為
の
後
、
約

一
週
間
か
ら
四
週
間
の
潜
伏
期
の
後

に
発
症
し
ま
す
。
淋
病
と
比
較
し
て

症
状
は
軽
い
の
で
す
が
、
適
切
な
治

療
を
し
な
け
れ
ば
症
状
が
長
引
き
、

前
立
腺
炎
、
副
宰
丸
炎
を
起
こ
す
と

共
に
不
妊
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

町民会館前駐車場

町民会館周辺

9 時30分から

分館単位で

10時30分

男子 6 名

女子 4 名

道路

所

イサ

成

コース

スタート

場

編

Z主
Jι 

女
性
の
場
合
の
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
(
子
宮
頚
管
炎
)
の
症
状
は
、
男

性
よ
り
更
に
軽
微
で
あ
り
、
そ
の
為

に
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の

様
な
女
性
が
不
特
定
多
数
の
男
性
と

性
交
渉
を
持
つ
こ
と
が
、
流
行
の

一

因
に
も
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す

。

ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
感
染
し
た
女
性
は
、

男
性
の
場
合
と
同
様
に
不
妊
を
来
た

す
こ
と
が
あ
り
、
又
出
産
し
た
場
合

に
も
新
生
児
の
結
膜
炎
、
肺
炎
を
発

症
さ
せ
ま
す
。
そ
の
他
の
性
病
に
つ

い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し

ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
性
感
染

症
は
、
患
者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
を
も
同
時
に
治
療
し
な
け

れ
ば
意
味
が
た
い
こ
と
を
強
調
し
て

お
き
ま
す
。
又
、
性
感
染
症
患
者
の

低
年
齢
化
は
益
々
進
ん
で
お
り
、
性

教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
痛
感
さ

れ
る
所
で
す
。

⑧
⑧
⑧
⑮
 

合計10名

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の

方
か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
菅
野
清

西
村
喜
八
郎

三
好
四
郎

大
森
忠
昭

岡
多
正

野
中
重
郎

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

上
林

徳
島
県

田
窪
下
林

記
川
↓

1

a
ホ
ふ

f

下
林

一
一
月
は

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

冬
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
暖
房
用
の
も
の
が
多
く
、

エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
全
体
の
約
三
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
給
湯
用
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
含
め
る
と
、
全
体
の

三
分
の

こ
に
も
な
り
ま
す
。
石
油
を
ほ
と
ん

ど
輸
入
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
日
本
と

し
て
は
、
上
手
に
効
率
よ
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
よ
う
な
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

十
項
目
を
総
点
検
し
、
今
日
か
ら
で

も
実
施
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
室
温
を
ニ
・
十
度
に
調
整
し
よ
う

部
屋
の
温
度
は
、
二
十
度
を
超
え

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
部
屋
の
保
温
を
心
が
け
よ
う

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
床
ま
で
た
ら

す
だ
け
で
保
温
効
果
が
ず
い
ぶ
ん
違

い
ま
す
。

③
暖
房
機
器
の
置
き
場
所
を
考
え
て

暖
房
機
器
は
、
窓
際
な
ど
の
冷
気

が
入
り
や
す
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ

λ
J
。

④
ス
ペ
ー
ス
と
人
数
を
考
え
た

暖
房
機
器
選
び
を

暖
房
機
器
は
、
部
屋
の
用
途
や
ス

ペ
ー
ス
、
使
う
人
に
合
わ
せ
て
選
ぶ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

⑤
暖
房
機
器
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
と
き
お
り
燃

焼
部
分
の
手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
電
気
こ
た
つ
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

上
手
に
使
お
う

電
気
こ
た
つ
は
、
保
温
効
果
を
上

げ
る
た
め
に
、
こ
た
つ
敷
き
の
上
に

置
い
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

⑦
お
ふ
ろ
の
ニ
度
炊
き
は
や
め
よ
う

お
ふ
ろ
の
湯
沸
か
し
は
、
入
浴
直

前
に
し
、
沸
い
た
ら
間
隔
を
置
か
ず

に
入
浴
し
ま
し
ょ
う

。

⑥
湯
沸
か
し
器
の
使
い
方
に
工
夫
を

パ
イ
ロ
ッ
ト
バ
ー
ナ
ー
を
付
け
放

し
に
し
て
、
と
き
ど
き
消
す
の
を
忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

⑨
住
宅
に
断
熱
材
を
使
お
う

新
し
く
住
宅
を
建
て
る
と
き
、
ま

た
増
築
す
る
と
き
は
、
断
熱
材
を
入

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑩
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

効
率
よ
く
取
り
入
れ
よ
う

窓
か
ら
太
陽
が
差
し
込
む
部
屋
は
、

そ
の
日
の
天
気
に
よ
っ
て
室
温
が
左

右
さ
れ
ま
す
。

一一一納税は便利な口座振替で一一一
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平
成
三
年

重
信
町
成
人
式

一
月
十
五
日
(
火
)

町
民
会
館
大
ホ

l

ル

該
当
者
ニ
六
七
名

出
席
者

=
-
Z
一
名

ぶ

謝
辞下

林

意
見
発
表

田
窪
田
地

田
窪

河橘
沸j
倫

忍礼

野
中
美
保

の,t' 

橘 倫礼

田窪田地

し報

二
十
世
紀
も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
、

東
西
ド
イ
ツ
の
統

一
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
世
界
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
人
々
が
、
環
境
問
題
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
り
、
生

活
の
中
に
ゆ
と
り
を
求
め
た
り
の
考

え
方
や
生
活
も
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
二
十

一

世
紀
に
向
か
っ
て
の
一
つ
の
う
ね
り

の
中
で
成
人
式
を
む
か
え
る
わ
け
で

す
が
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ

自
分
を
み
う
し
な
わ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
と
し
て
少
し
で
も
早
く
社
会

的
に
一
人
の
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ

広

る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
大
切
な
、
」
と

だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
こ
こ

で

一
歩
た
ち
ど
ま

っ

て
、
今
し
か
で

き
な
い
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

光
陰
矢
の
如
し
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
と
い
う
時
は

も
う
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。
今
し
か
出

来
な
い
こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
を
他

の
人
の
力
を
頼
ら
ず
、
自
分
の
力
で

実
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
大
学
の
先
輩
で
、
昨
年
ア
メ

リ
カ
に
二
ヶ
月
間
い
か
れ
て
た
人
が

い
ま
す
。
そ
れ
も
よ
く
あ
る
旅
行
社

や
学
校
等
の
紹
介
な
ど
で
行
っ
た
の

で
は
な
く
大
学
を
休
学
し
、
半
年
間

バ
イ
ト
を
し
て
お
金
を
た
め
、
カ
バ

ン

一
つ
で
行
っ
た
の
で
す
。
向
こ
う

に
親
類
や
知
人
が
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
英
会
話
の
本
を

た
よ
り
に
、
自
力
で
安
ホ
テ
ル
を
見

つ
け
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
見
知
ら
ぬ

日
本
人
の
力
を
借
り
て
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
さ
せ
て
く
れ
る
家
庭
を
見
つ

け
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先

輩
は
、
ア
メ
リ
カ
で
孤
独
感
や
人
の

優
し
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感

じ
、
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
こ

れ
が
唯

一
の
自
慢
話
だ
と
い
っ
て
い

た
先
輩
の
言
葉
一
つ
一
つ
に
自
力
で

や
り
と
げ
た
と
い
う
自
信
を
私
は
感

じ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
今
だ
か
ら
、

若
い
か
ら
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。き

て
私
で
す
が
、
昔
か
ら
バ
イ
ク

で
日
本
全
国
を
ま
わ
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年

中
型
自
動
二
輪
の
免
許
を
と
り
、
今

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

一
応
大

学
生
で
す
の
で
、
夏
と
春
の
長
期
休

暇
中
に
バ
イ
ト
を
し
、
旅
費
を
た
め

、

少
し
ず
つ
回
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

春
に
九
州
一
問
、
夏
に
は
、
山
口
県

下
関
か
ら
、
石
川
県
の
輪
島
ま
で
の

山
陰
北
陸
路
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ

も
地
図
と
わ
ず
か
な
着
が
え
だ
け
を

も
っ
て
い
き
、
観
光
地
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
よ
ら
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
朝
か

ら
晩
ま
で
、
ひ
た
す
ら
バ
イ
ク
で
走

る
だ
け
で
す
。
そ
ん
な
旅
行
で
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
サ
イ
フ
を
落
と
し
た
り
、

嵐
の
中
の
高
速
道
路
で
走
行
中
に
バ

イ
ク
ご
と
と
ば
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

り
、
風
景
が
あ
ま
り
に
も
美
し
い
の

で
感
動
し
て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
り
、

他
の
旅
行
中
の
人
と
仲
良
く
な
っ
た

り
と
色
々
あ
り
ま
す
。
他
の
人
か
ら

見
れ
ば
パ
カ
み
た
い
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
が
、
私
に
と
っ
て
は
そ
の
思

い
出
一
つ
一
つ
が
記
念
碑
み
た
い
な

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
今
考
え
て
い

る
の
は
、
今
年
中
に
日
本
の
す
べ
て

の
県
を
ま
わ
り
、
来
年
に
は
、
ア
メ

リ
カ
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
横
断
で
も

と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
現
で
き
る
か

ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
な
ら

決
し
て
不
可
能
な
夢
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

今
の
私
た
ち
に
は
希
望
と
そ
れ
を

実
行
に
う
っ
す
こ
と
に
で
き
る
時
聞

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
た
と
え
自
分

の
人
生
に
と
っ
て
遠
ま
わ
り
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の

経
験
が
必
ら
ず
十
年
・
二
十
年
後
に

は
自
分
自
身
に
と
っ
て
大
き
な
支
え

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
他
人
に
迷
惑

を
か
け
ず
、
力
も
か
り
ず
、
自
分
の

責
任
を
持
て
る
範
囲
で
出
来
る
こ
と

な
ら
何
で
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
力
で
や
り
と
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
人
生
は
一
度
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
人
生
は
自
分
の
力
で

創
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
後

に
悔
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
に
「
ロo
富
山
、

回
0
2

」
で
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

毎月 10 日は LP ガス消費者保安デーです。

P ガスの正しい使い方
1. 火がついたニとを必ず自で確かめましょう

2. いつも青い炎で使いましょう
空気孔の調節が正しくないと、熱が無駄にな っ て不経済であるばかりでな く 、不完
全燃焼をおこし一酸化炭素中毒の原因ともなり危険です.

3. 換気に注意しましょう
部屋の中でえ';t.器具を使用するときは、たえず新鮮な空気をとり入れましょう .

4. 元せん・器具せんは、必ず閉めましょう
特に、 おやすみ前やお出かけになるときは、元せんをもう 一度確かめて く ださい。

5. ゴム管は、ときどき点検し、早目にとりかえましょう
6. ガス器具は必ずし Pガス専用の器具をお使いください
新しく器具をお使いになる前には、必ず L P t1;t.販売店に連絡して、点検してもら
も、ましょう。

7. ガス器具は、ときどき、手入れをしましょう
ガス器具のお掃除は、器具の取級説明書をよ く説んで行っ てください。

ILP ガス安全器具をすべての消費者宅に設置しましょう|

1 .ガス漏れ警報器
ガス漏れをすばやく感知してブザーで知 らせます。

2. ヒューズコック及び迅速継手付きゴム管
ガス管がはずれたときなとにガスを止めます.

3. マイコンメータ 11 又はガス漏れ警報遮断装置
ガス漏れ等. ガえの使用状態に異常があれば自動的にガスを遮断します.

4. 立消え安全装置付会コンロ
煮こぼれ等で火が立ち消えしたときガスを止めます。

L 

ガスは暮らしのパートナー
正しく使って事故防止



ぶ

六
億
八
千
万
秒
:
・
私
が
今
ま
で
生

き
て
き
た
時
間
で
す
。
こ
の
間
に
、

い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら

歩
い
て
き
ま
し
た
。
特
に
高
校
を
卒

業
し
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
の

二
年

間
が
私
自
身
、
最
も
困
難
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

学
生
生
活
と
い
う
横
社
会
か
ら
、

会
社
と
い
う
縦
社
会
に
突
然
入
り
、

あ
る
程
度
の
覚
悟
は
あ
っ
た
も
の
の
、

あ
ま
り
の
厳
し
さ
に
毎
日
泣
い
て
暮

ら
し
た
日
々
が
今
も
は
っ
き
り
と
思

い
出
す
事
が
出
来
ま
す
。
仕
事
に
少

し
慣
れ
て
く
る
と
ミ
ス
を
し
て
し
ま

い
、
そ
の
為
に
上
司
に
ま
で
迷
惑
を

か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
ま
で
な

ら
、
笑
っ
て
過
ご
せ
た
事
も
、
そ
れ

で
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

。

特
に
、
私
の

職
場
は

一
人
で
何
も
か
も
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
責
任
も
重
大
で
す

。

会
議
で
の
お
茶
く
み
か
ら
、
灰
皿

の
か
た
ず
け
、
毎
朝
の
机
の
ふ
き
そ

う
じ
な
ど
の
雑
用
か
ら
は
じ
ま
っ
て

一
般
の
事
務
処
理
:
・
毎
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
す
ぎ
て
ゆ
き
ま
す
。

会
社
に
入
っ
て
二
年
、
も
う
す
ぐ

三
年
目
に
な
る
の
で
す
が
、
や
っ
と

半
人
前
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
け
れ
ど
、
ま
だ
ま
だ

、

仕
事
に

お
い
て
も
、
人
間
的
に
も
半
人
前
で

窪回

の~-y し幸良広(7) 

忍

す
。こ

れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
、

も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ

つ
か
り
、
歩
い
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
も
う
、
昔
の
、
学
生
時

代
の
楽
し
さ
に
ひ
た
っ
て
い
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
壁
に
ぶ
つ
か
っ

た
時
は
ど
ん
な
に
つ
ら
く
悲
し
い
涙

を
流
し
て
も
、
い
つ
か
は
必
ら
ず
笑

え
る
日
が
く
る
事
を
信
じ
て
、
一
歩

一
歩
階
段
を
登
っ
て
ゆ
こ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
時
、
「
そ
う
い
や
、
あ
ん
な
事

も
あ
っ
た
ね

U
と
ふ
り
か
え
る
余
裕

の
あ
る
、
そ
ん
な
人
生
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

も
う

二
十
才
。
私
達
の
背
中
に
は

「
責
任
」
と
い
う
言
葉
が
つ
い
て
ま

わ
り
ま
す

。
今
ま
で
な
ら
、
少
女

A

で
す
ま
さ
れ
て
い
た
事
も
こ
れ
か
ら

は
通
用
し
な
く
な
り
ま
す

。
自

分
を

大
切
に
、
そ
し
て
周
囲
の
事
に
も
目

を
配
れ
る
、
そ
ん
な
人
間
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
生
き
て
き
た
六
億
八
千
万

秒
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
こ
れ
か
ら

の
私
達
に
期
待
し
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
ま
で
、
あ
た
た
か
く

そ
し
て
厳
し
く
見
守
っ
て
く
れ
た
両

親
に
、
あ
り
が
と
う
を
こ
の
場
を
か

り
て
、

言
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

河湖

同

和

教

育

貴
重
な
体
験
を

私
は
、
P
T
A

同
和
教
育
部
員
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
当
初

戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

寝
た
子
を
起
こ
さ
な
く
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
知
ら
な
い
人

に
ま
で
教
え
る
必
要
は
な
い
の
で
は
。

等
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
町

の
人
権
講
座
に
出
席
し
て
私
自
身
考

え
が
一
つ
進
歩
し
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
で
差
別
が

な
く
な
る
の
か
:
:
:
。
差
別
な
ど
し

て
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
:
:
:

。

そ

れ
で
は
い
け
な
い
の
で
す
。
私
た
ち

が
知
ら
な
い
聞
に
、
部
落
差
別
が
な

さ
れ
て
い
る
現
実
を
知
り
、
一
人

一

人
の
人
権
を
尊
重
し
、
あ
た
た
か
い

『春の天体観測』に

参加しましょう

心
の
通
う
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う

前
進
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

先
日
の
、
重
信
町
人
権
を
語
る
集

い
で
、
小
学
校
六
年
生
が
、

『
人
間
に
必
要
な
も
の
は
、
科
学
の

進
歩
で
は
な
く
、
心
の
進
歩
だ
と
思

い
ま
す

。

人
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手
の
事

を
考
え
て
、
人
権
に
つ
い
て
よ
く
考

え
合
え
る
豊
か
な
心
を
持
っ
て
、
く

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

』

と
、
訴
え
て
い
ま
し
た
。
し
っ
か

り
と
し
た
考
え
だ
と
思
い
、
幼
稚
園

保
育
所
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

学
校
で
の
同
和
教
育
の
成
果
が、

子

供
さ
ん
の
作
文
か
ら
伝
わ
っ
て
き
て

心
を
う
た
れ
ま
し
た
。

親
で
あ
る
私
た
ち
は
、
子
供
に
負

け
な
い
よ
う
、
子
供
と
家
庭
で
人
権

や
同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
え
る

よ
う
:
:
:
も

っ
と
、
も

っ
と
学
習
を

積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

地球環境汚染が

指摘され、いま、

地球を含めた字宙

が注目されていま

す。

重信町教育委員会では、四季の天体観

測を通じて、宇宙や地球を想う講座を催

しています。

お問い合わせは社会教育課まで。

守、

い
と
思
い
ま
し
た
。

七
月
か
ら
毎
月
一
回
聞
か
れ
た
、

人
権
講
座
に
は
仕
事
の
都
合
で
、
す

べ
て
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
先

生
方
の
お
話
を
聞
く
だ
け
で
、
私
に

と
っ
て
い
ま
ま
で
に
な
い
貴
重
な
体

験
と
な
り
ま
し
た

。

こ
れ
か
ら
の
、
毎
日
の
く
ら
し
の

中
で
、
少
し
で
も
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。5 回出席者……ー 74人

4 回出席者- ・…… 52人

1 - 3 回出席者…374人

全講座皆勤者…… 66人

平成 2年度

人権講座出席者数

町民大学及び文化講演会の
講師を推薦して下さい
重信町教育委員会・文化協会では、平

成 3 年度開催予定の、町民大学や文化講
演会で講演する講師の希望を受け付けて
います。
希望する講師の

ハガキに記入して、

ください。

あなたの住所・氏名・職業もお忘れな

0受付期間

2 月 1 日~3 月 10 日
0送り先
重信町田窪2370番地町民会館内
社会教育課・文化係ま で 宮64ー 1500

「名前」と「理由」を
町民会館までお送り

一一一タバコは町内で買いましょう 一一一
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重信町教

子供の教育上の諸問題や悩みごとなどについて

相談に応じる重信町教育相談室を開設しています。

気軽にご相談下さし、。秘密は厳守します。

二:町 \:民: カレ : :，~，' ;~ダー

:'3:年 27月 2J 日 ?~3年~:J:I ~~J 日J

相談室育

月

月 日 相談員

13 近藤良倍

2 20 稲荷善一

27 武智道子

6 林 トシ子

13 池)11 敏朗
3 

20 池)11 邦男

27 水田敏虞

間

-15:00 

11寺名事lr 日

毎週水曜日

13 :00-l7 :00 

日時館民会日I
受付 13 : 30-14:00

学級 14:00-15:30 

2Hね

2 

図書館 3 階

電話でも よいし 、

直接来られでも

かまいません。

64-3437 

場所

電話

方法

/1 

ft76-1788 

受付 13:30- 14: 00

学級 14:00-15 : 30
22幽

24(日)

25(月)
月

子供からの電話

も受付けていま

す。

戸
籍
の
動
き

1

月
日
日
届
出

出
生
(
お
め
で
と
う
)

牛検 上牛樋志樋上牛見下 住

河原 津 奈
洲 林湖l 口川口林沸l 良林 所

波佐菅波加菊 f中荷重佐丹
保

部伯野部茂池田須信伯生
富 賀 谷 護
土光時勝彦 勝 一 篤 雅孝政 者夫造雄 治幸敏寛康 二義

佑知芸F 優安美 樹大康 出
舞 健 生

太隆依 子記紀 里佑貧 児

12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 生.. ........ 年月
25 25 22 21 15 13 13 9 9 7 7 日

13:00-14:00 I 町 民会館

10:00-12:30 I 牛洲公民館中(月)

5ω 

6 休)
3 

7 (栂

死

t
(
お
悔
み
)

上志i宰志i掌 北南下下回上上志北志上 住
野野 津野津

林川川田田林林窪林村川田川林 所

i波村上伊岡村束野大 二日富産 阿佐村西菅 民
部 藤多 中森好野 田伯 野
ト 元ミ.房タ
ミ政 {胤愛国鈴保 三 ナ よ次 - "j 名子司 若子子郎ヲ司ヱ郎肇仁ヱ

2平

69 38 50 87 82 46 90 95 36 75 84 65 57 93 
令

1 1 1 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 手E

. .. .. 亡
σ3 

11 6 3 1 30 30 29 28 27 24 21 17 17 16 日

民会

14附

28(ね

IHT 

乳児健 診
(対象・ H2年5月、 II 月

生まれの者)
1じ~èとど"伝説相議所一一 I- ú:-ò-ò二 15: -òO- l 役一場 I会議室

17(日) 1 当番医 中川外科・内科松山市南梅本町まま76 ー 7811
| 高血圧者教室③ | 受付 9 :30-10 ・ 00 1 

19ω1~: -:u:~ .t::J::'~~\ 1:::: .:::: ::::: I 町民会館
|(対象:一般住民) 1 学級 10:00-12:30 1 

|春分の日 ごみ収集休みます。 25 日(月)に出して下さい。
2 1附 l

| 当番医 上岡小児科松山市北梅本町宮76-8000

24佃) I 当番医 八木耳鼻咽喉科・皮膚科牛欄 ft64 -5400 

25伺) I 健 康相談 (27 日まで) 1 各 地 区
I 3 種混合予防接種 1I期 目

対象: 1 M3回i終了後l年~
1 1 4 ・ 00-1 4 ・ 30 1 日]民会館

l年半後の者及ぴ5歳6 ヶ月

未満の未接種者
;L配ご記相議所 一一一 rú:ò-ò二 l~;: -òò-r役場一長議一量
当番医 国立療養所愛媛病院横河原 告64-2411

/1 

/1 

品j;J- 13:30-14:00

子組 14:00-15:30

13:30-14 :30 

13:30-14:30 

l 議 6 ヶ月児健診

(対象 :H元年7月、 8月

生まれの者)

8 働

9 出

12(火)

13~水)

月

、4・

一一一消えたかな/気になるあの火もう一度一一一

31(日)
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